
 

葛
飾
区
の
、
２
か 

所
の
事
業
を
視
察
し 

ま
し
た
。
区
内
の
集 

積
所
か
ら
粗
大
ご

み
・
ま
だ
使
え
る
家
庭
雑
貨
な
ど
を

毎
日
４
回
収
集
し
、
き
れ
い
に
し
て

格
安
で
区
民
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

（
小
物
は
無
料
、
家
具
は
５
０
０
円
、

タ
ン
ス
な
ど
大
物
で
も
千
円
で
す
） 

 

こ
の
事
業
で
、
雇
用
も
生
ま
れ
、

エ
コ
ラ
イ
フ
の
生
き
た
教
材
と
し
て

児
童
の
教
育
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
何
よ
り
単
身
者
や
外
国
人
な
ど

多
く
の
方
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。 杉

野 

お
さ
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

。 

 
 

 
 
 
 
 

市
は
、
来
年
度
か
ら 

事
務
の
一
元
化
と
効 

率
化
を
理
由
に
各
総 

合
支
所
に
あ
る
建
設

課
を
第
二
庁
舎
へ
統
合
し
ま
す
。
建
設

課
の
業
務
は
身
近
な
も
の
ば
か
り
で
、

冠
水
時
な
ど
職
員
が
支
所
に
待
機
し
対

応
し
て
い
ま
す
。
統
合
す
る
こ
と
は
、

質
的
に
も
量
的
に
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
で
す
。
統
合
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

市
は
、
分
散
し
て
い
る
機
能
を
統
合

し
機
能
強
化
を
図
り
、
重
要
度
の
高
い

事
業
を
選
択
し
進
め
る
こ
と
で
迅
速
に

対
応
で
き
る
と
い
い
ま
す
。
今
後
は
各

支
所
の
総
務
管
理
課
が
取
次
ぎ
窓
口
と

な
り
ま
す
。 

 
 

石
田 

と
し
は
る 

 

 
 

 

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
は
、
総
合
振
興
計
画
・
基

本
構
想
に
沿
っ
て
、
都
市
計
画

の
長
期
的
な
指
針
を
示
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
回
は

「
理
科
大
の
都
合
に
よ
る
撤

退
」
に
伴
う
変
更
で
す
。 

久
喜
市
は
大
学
側
と
９
月

に
①
理
科
大
移
転
後
の
跡
地

は
「
住
居
系
」
か
ら
「
産
業
系
」

に
変
更
す
る
こ
と
。
②
前
項
①

を
条
件
に
、敷
地
の
４
割
を
久

喜
市
に
無
償
譲
渡
す
る
。
③
市

に
１
億
円
を
寄
付
す
る
。
の
内

容
で
「
覚
書
」
を
交
わ
し
て
い

ま
す
。 

 

「
産
業
系
」
に
な
れ
ば
、
物

流
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
も

進
出
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
周
辺
地
域
の
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
、
地
元

の
区
長
さ
ん
達
か
ら
「
変
更
し

 

 
 

自
宅
へ
１２
桁
の
個 

人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ 

ー
）
の
通
知
カ
ー
ド
が 

送
付
さ
れ
ま
し
た
。
国

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
・
取
得
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
個
人
の
自
由
と

な
り
ま
す
。
年
金
な
ど
の
社
会
保
障
の
資

格
所
得
や
給
付
、
福
祉
分
野
の
給
付
、
減

免
申
請
の
時
に
記
入
を
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
記
入
せ
ず
に
提
出
し
て
も
市
で
対
応

し
ま
す
。 

 
 

今
後
、
番
号
の
利
用
が
広
が
れ
ば
そ
れ

だ
け
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
漏
洩
の
危
険
が
増

し
ま
す
。
な
り
す
ま
し
犯
罪
が
な
い
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
責
任
の
所
在
も
明

ら
か
で
な
い
制
度
で
大
問
題
で
す
。 

渡
辺 

ま
さ
よ 

 

 

こ
れ
ま
で
農
業
委 

 
 
 
 
 
 
 

員
会
は
、
農
業
の
振 

 
 

 

 
 
 
 
 

振
策
な
ど
を
「
意
見 

 
 

の
公
表
・
建
議
」
と

し
て
政
府
・
行
政
に
対
し
て
提
出
で
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
条
例
で
は
そ
の
権

限
を
削
除
し
て
い
ま
す
。
更
に
大
き
な

問
題
は
、
委
員
の
公
選
制
を
廃
止
し
、

市
長
に
よ
る
任
命
制
と
な
り
、
農
業
委

員
の
定
数
も
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。 

農
業
委
員
会
は
農
地
に
関
す
る
許
認

可
権
限
を
持
つ
行
政
委
員
会
で
あ
る
と

と
も
に
、
農
民
の
代
表
、
農
民
の
議
会

と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
任
命

制
は
農
業
委
員
会
解
体
の
始
ま
り
を
意

味
し
て
い
ま
す
。 

 

へ
い
ま 

益
美 
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な
い
で
」
と
の
請
願
が
出
さ
れ

た
よ
う
に
、
住
民
の
合
意
が
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

議
会
で
は
、
環
境
へ
の
影
響

調
査
は
行
な
わ
な
い
と
表
明
。

拙
速
な
市
の
姿
勢
は
と
て
も
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
理
科
大
よ
り

も
市
民
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 平成３０年には新国保制度が

スタート、国保財政は「県」が管

理し必要な財政を市に「納付金」

という形で請求して来ます。納付

額は、久喜市の医療費水準や所得

水準など考慮して決め、来年１月

頃、県は市と具体的な協議を進め

ます。 

久喜の国保会計は、合併後値上

げした結果、毎年余裕額が膨らみ

(下表を参照・２０１５年度は予

算額)繰入を減らし続け 2014 年

度決算では一般会計に*4.6 億円

戻してしまいました。 

１１月議会、引き下げるべきと

 

の質問に、基金残高*９億円

(県で 2 位)と*繰越金を合わせ

ると 23.8 億円を「今後一般会

計に戻すことも考えられる」

と答弁。「県に財政が移る前

に、基金や繰越金を使い引き

下げるべき、白岡市でも引き

下げを決めた」と重ねて質問。

しかし、市は「現段階では国

保税の引き下げは考えていな

い」との答弁でした。 

引き続き市民の暮らしを守

るため、全力を尽くします。

ご一緒に頑張りましょう！ 

         

年度 
一般会計繰

入額 
繰出額 基金残高 繰越額 

2013 516,047  0  729,784  1,313,236  

2014 565,525  463,467  919,527  1,462,729  

2015 264,817        

合計 2,126,389  463,467  919,527  1,462,729  

 

年度 
一般会計

繰入額 
繰出額 基金残高 繰越額 

2012 780,000  0  694,802  1,075,333  

2013 516,047  0  729,784  1,313,236  

2014 565,525  *463,467  *919,527  *1,462,729  

2015 264,817  国からの支援 増額 1.6 億円あり   

合計 2,126,389  463,467  919,527  1,462,729  

 

 

（単位 千円） 

 

 


